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講 演 アプ ス トラ ク ト

函  数  論

時…… 9月 28日 ・29日

所・・・・・・二 重 大 学

28日 9:00～ 12:00 普 通講演 1～ 12

13:30～ 15:00 普 通講演 13～ 18

15:30～ 16:30 特 別講演

29日 9:30～ 12:00 普 通講演 19～ 29

13:30～ 14:30 特 別講演





i.上 田英靖 (大同工大)Spread Rela■ on

に関する一結果

πl,%2を全有限平面で劣調和な函数 とする。

%=笏 ~%2に 対 して,

N(4α)=尭IF%(γθ“)グa
r (γ,α) = N (γ, % + ) + Mγ ,π2 ) ,

島(γ,π)=%の s(lθc〔―π。+π);π(γグθ)>み})

とおく.Baernstein(Trans.Amer.Matho Soc。 ,.

Vol.193(1974))は次の結果を証明した.

δ,λは次の条件を満たす 2つ の数 とする :

λ> Q O <δ ≦L + J♂
げ

″
動 .

π=%1~π 2が非定数で

M4π 2)≦(I~δ)T(4π )+0(1)(符 →∞),

およびある実定数 めに対 して

い)島(4の<÷J「1じ)γ2け≧‰)
を満たしているとする。このとき死♂だλ烈4%)

が存在 し,正 か+∞ となる。 ・

ここでは,上 の仮定における(A)を

(助lγ>1;σズちz)≧+sh判(ガ角の′解γ舟ん
π′ε““ぉπ″ <十 ∞

なる仮定にゆるめても同じ結論が得られることを

報告する。

2.山 田 陽 (東工大理)A‖ fors函 数の像

領域について,

Ωは平面領域,Dは 単位円板 とする。S.Ya.

HavinsOn(1964)とS.D.Fisher(1969)はスカ|∫o

雰 函数の像領域のD内 の補集合Dヽ/(Ω)はα笏移

′′ε6α″ε′″ θであることを示 した。一方、Ωは

有界正則函数族に対してRzググ%の 意味で極 大 で

あると制限したとき,逆 にD内 の任意の″%″ ′′ε

“″εグ′yθ の閉集合を像領域の補集合に持つ4カ‐

がθ寄 函数は存在するかどうかはまだ知られてい

ない。最近,部 分的解答としてMinda[1]はκ を'

内のかなリー般的な離散的集合 としてD /ヽ(Ω)

=κ となる平面標大領域の例を作った.こ こではκ

を,内 のかなリー般的なれ多γグ′λπ′ε“″ご′′y

θの閉集合として上と同様な平面極大領域の例が

作れることを示す。

〔1〕Do Minda,The image of the Ahifors functiOn,

Proc.Amer.Math.SOc。,83(1981),751-756.

3.斎 藤二郎 (群馬大三)The weierstrass

transfOrm and an isometry ih the heat

equation

Hilbert空 間における積分変換の一般論につい

て簡単に述べた後,具 体的なWeierstrass変換に

ついての結果を報告する。

化の=為∝I補
(′c(a∞ ), χcR=(一 ∞,∞))とおき,

F∈ L2(2)の 積分変換π(κ,′)=Iス ノ)ル(χ一y,′)カ

を考える。像は再生核ル(χ一χ
′
,ι十′

′
)をもつHilbert

空間をなし,二2(R)とisometryに対応することが解

るが,′を任意に固定したとき,次 がいえる。

定理.%(鶏 ′)はlzl<∞上に解析接続され nOr血が

1湯
島 臨 州

2e X p l』 み
4″

で,再 生核Кz―夙2′)をもつHilbert空間をなし,

L2(2)と isometryである;す なわち

∴F(″)2み
=√肩//c lπ(z,′)12eXpl―プ]み力・
さらに新 しい型の逆変換の公式π(鶏′)→F(χ)

も一般論 とこの定理から得られる.

4.及 川度太郎 (東大教養)角 徴係数の存在

するための条件について

S={z;IImを|<〃 2}の正則単葉関好 が+∞ で角

微係数を持つための必要十分条件は,α ′留物 ト

′θηgιλを用いて与えることができる(Rodin―Wa■

9月 28日
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schawski―Jenkins―Oikawa)。

しかし,よ リエレメンタリな量による条件は未だ

与えられていない。スS)に制限をつけたときには

いくつかの場合に,得 られている。たとえば,

/1S)⊃Sの ときには,FerrandやRodin―Warschaw‐

skiによるものがある。我々は,彼 等より, もっと

簡単な形のものを与えたい :定理.ド (%)を点π土

′π/2(複合同順)から∂スS)までの距離としたとき,

スS)⊃Sであるような/が十∞で角微係数をもつた

めの必要十分条件は,

/"(″(π)+ざ(z))あ<∞.

5。 古沢治司 (金沢女子短大) Fuchs群 のあ

る変形によって増加するLimit Setの Hausdor―

ff次元について

6.佐 藤宏樹 (静岡大理) SChOttky

groupsの極限とRiernarn surfacesの極限の関係

について

G。を固定されたmarked Schottky group,Σ。

をGοの固定されたbasic system of Jordan cu「

vesと する。τをΣ。に関するaugmented Sch6tt―

ky spaceの点で,nOdesも ちのcOmpact Riemann

surface Sを表わすものとする。

このとれ点τに収東するSchottky space内の任意の

点夕11協|に対し,協 が表すRiemann surfaces

S(協)の列はSに 収束するかという問題を考える。

S(協)がどのようなRiemann surfaceに行くかという

ことを調べることにより,上 の問題の答えは一般

に
“
πθ

"で
あることを述べる。更にSchottky sp″

ceに導入した座標 (cfo Nagoya MathoJ.75(1979),

J.Matho Soco Japan 35(1983))の3次 元空間での

幾何学的意味も時間があれば述べたい。

7.栗 林nt和(中大理工)・栗林 泉 (筑波大数学)

On hypere‖iptic Riemann surfaces of genus 3

この講演の目的は,“広義の〃πγω′嫁 N姥膨η

問題
"に

寄与するために種数 3の hyperelliptic

Riemann surfacesの自己同型群|の部分群を研究す

ることである。ここC“ 広義の肋 矧競″N′Ottπ間

題
"と

はRiemann―HurwitZの関係式があらかじめ与

えられたとき,Riemann ttRと有限群Gと をGが

Rの 自己同型群の部分群で,the covering

R→ R/Gが 与えられたRiemann―Hurwitzの関係

式を満たすように発見できるかという問題である。

内容はつぎの通 りである。

§ 1 . Subgroups of automOrphism groups

and their representations.

§2.Inchsbn lattice.

§3.Teichmuller spaces and decktransfO「

mation groups。

8.神 谷茂保 (岡山理大理 )U(1,n;F)の

convergence型 凌,るいはdivergence型 の部分群

について

Gを υ( I ,π; F )の d i s c r e t e  s u b g r o u pとし, G

の元を/。, / 1 ,…… とか くことにする。この とき,

ユG(1-‖ん(α)‖)<∞となるか,ュc(I一‖んし洲)
=∞ となるかは,α c″ ″

(F)の とり方によらな

い。前者をみたすGを convergence型,後 者をみ
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たすのをdivergence型とよぶ.

Fuchs群の部分群のときと同様な結果が,aI,

π;F)の部分群においても成立することを報告 し

たい.

9.柴  雅 和 (広島大理)開 Rbmann面 に対

するRiemann‐Hurwitz型公式と,その等角写像,

接続問題への応用

(I)Rを 有限種数gの 開Riemann面,/を その上

の1価有理型函数で″
rが

半完全標準微分 (i,e。,′

Rο化び)はdistinguished,あるいはRグ は(0)Ll―主

函数)となるもの,μを/の位数 とする。このとき次

のRiemann―Hurwitz型公式がなりたつ :g=I一 μ

+り:+ザ。 ここでИまRムCの内2岐数の総和であ
り,7は 境界分岐数の総和.

(II)上のような対(2,/)に対して,種数gのωπ‐

″ε′な面″(∂P=φ Or→)とP上の有理型函数′

正則単射′:R→Pがあって,(1)R上/=ル グ,(2)′

はR グヽ(R)で正則,(3)魔ヽ′(2)は測度零,

(41/1R グヽ(2))は,局所単葉な平行載線集合,(5)Rグは

∂Rの 各成分上定数 ― /は 2の 平行裁線被覆写像.

(Ⅲ)Rは 2の 大域的I価 函数/に よる接続。上

述のような2つ の/1,/2の間には相互に特別の代数

型函数 としての関係がある (/1,/2自 身は代数函

数)。

(Ⅳ)上 の結果(II)はMizumOtOの 予想を肯定する。

10.柴 田敬― (阪 大教養)・ 柴 雅 和 (広島

大理)有 限種数Rbmam面 の流体力学的接続

先の発表でのべたように,有 限種数開Riemann

面Rと ,そ の上の特別の性質をもつ 1価 有理型函

数/(こ のような函数を,そ の流体力学的性質に

因んでS―函数 とよぶ)が与えられたとき,同 じ種

数のcOmpactな面Pと,/の■への正則な拡張′力つ

くられる。■は閉じた面か,い わゆる有限な面

(compact bOrdered)でぁる。またЛまR上 のS函 数

である。

∂R=φ ならば問題はないので∂R≠φとする。

このとき(鳳力に対して同じ種数の閉じた面Rホと

アのR*への正則な拡張の存在を示す。(■,力から
′

(R*,/拿)を構成する方法は一意的ではない。

証明は,複 素速度ポテンシャルЛこ対応する
“
流

れ
"の

境界付近での挙動の考察により,初 等的であ

る。

とくに,R上 の任意のS―函数が本質的には代数

函数であることがわかる。これはS涵 数を対象と

する代数函数論が可能であったことの 1つ の裏付

けを与える。

‖。志賀啓成 (京大理)Teichmuller space

:こおけるboundary approachに 19い て

S。(=υ ＼G。)を(3π )型のRiemann面 (a7-2

+π >θ),7(S。)中心のTeichmJller空間とする。

aS。)はFuchsttG。のTeichmuller空間冥a)と 同

一視される。また,aS。 )は品の正則二次微分の空

間の開単位球 と, T(G。)はBers′embeddingに よ

って,そ の有界領域 とそれぞれ同一視される。こ

こでは, 両者の境界対応を主として,Teichm●11-

er disk上の挙動を中心に考察する。

定理.φ をS。上の正則二次微分,D[φ ]をφに関

するTeichmJller diskとする。D[φ]は自然にc上

の単位円板つ と対応づけられるが,こ のとき,(a)

a.θ。のθ%∂ Dに 対 し, nOn―tangential limit力落 在

し, しかもそれは∂T(G。)上のtOtally degenerate

grOupである。(b)φがJenkins―Strebel微分のとき

は,z=Iで 接するV horOcycleの
内部からz=Iに 近

づ くとき,極 限値が存在し,そ れは∂T(a)上 の

regularケgroupである。

更に,関 連 した結果も,二,三述べる。

12.谷 口雅彦 (京大理)整 周期をもつ二乗可

積分な調和微分について

一般の リーマン面R上 で整周期をもつ二乗可積

分な実調和微分σに対し,自 然にRか ら単位円Slへ
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の写像が定義できるが,か かる写像/は 函数 とし

てはDirichlet積分有限でRの Roydenコンパ クト

化まで連続に拡張できる。このとき,調 和境界△

の/に よる像の補集合び=Sl― /(△)上でαo θ.′に

対 し,声
1(′

)の各成分は単純閉曲線 となり,ま た

びの各成分上で/‐(′)のσに関する長さはすに依らず

一定であることがわかる。特に/(△)の測度が零の

ときは正則二次微分(―
・σ+Jσ)2はR上 閉じたtra―

jectoriesをもつことがわかる。

なお,か かる微分σの例としては周期再生微分や

HD―調和測度があり, またGreen函数への適用も容

易である。

i3.林 実樹広 (北大理)弱 不変部分空間定理

しか成立しないParreau‐Widom ttRiemann面

の例

2つの数列θ<ら <I,夕"≧Iを固定した上で,長

さε″一ら"=δκ申の区間 〔じ,α〕を考え,cP3↓θとす

ることにより,互 いに交じわらず原点に収束する

ようにする。
｀
もし,{ル}が

(*)とた場(卜∴)<・∞んγ″′滋響力ο
を満していれば,の を十分速 く0に近づけると

R=σ 地ヽ1〔bた,ε“〕(σ=σ∪{∞})
はParreau―Widow(17)型 になる。更に,{a}が

(**)Σ δ″́
~1<∞

を満していれば,R上 では弱不変部分空間定理し

か成立しない。ここでいう不変部分空間定理とは

単位円上のHardy族に関するBeurlingの不変部分

空間定理の一般化である。これを少し弱めた形で

はすべてのPW型 のRiemann面上で成立することが

わかっているが,完 全な形での一般化が成立しな

い例を与える。なお,ル=I,あ=茅として(*),
(**)は 満たされる。

14.中 井三留 (名工大)被 覆面上の コロナ定

理

infR Σ;=11ん|>0となる任意有限個の/1,一,んc

スβ(R)に対 して常にΣ」=1ん&≡ 1と なるま,一,

g"c43(2)が 求まるとき, リーマン面R上 コロナ

定理が成 り立つと言う。 リーマン面Rを リーマン

面Rの 非有界有限葉の被覆面 とするとき,次 の結

果を得たので報告する :

定理。「上コロナ定理が成り立つ為の必要十分

条件はR上 コロナ定理が成り立つことである。

ABl■ )の極大イデヤル空間は4Д Oの 極大イデヤ

ル空間を底空間とする自然な
“
被覆空間

"と
なるハ こ

の被覆の状態をのべる被覆定理の系として上の結果

をみちびく。

i5。中内伸光 (阪大理)自 由境界をもつ一般次

元P!ateau問題について

Gを R″のcompact abelian group,EをR″の

compact subsetとし,″雁1(E:G)の subgroup「を

一つ固定する。R″のcompact subsetスに対して

洒∩Eを Xの E■ の自由境界nB(励 として,inclusi―

onから導かれた′ホ:″稚1鰤B(χ ):G)→〃71(X:G),

ス:〃鷹1(FB(Xl:G)→ 〃が1(E:G)を とる。このとき

九(κθγム)⊃「ならXをSurface with free bounda。

ry⊃「と呼び,そのようなχの全体をGノ″(F)と書

く。またXの (物次元)体積 を物′lXl=/賓 Xヽ

FB(χ ))(但し/″ :π次元Hausdorff measure)で

定める。このとき次が成 り立つ。

定理 :Gル ι(「)には最小体積をatt面nす るも

のが存在する。またそれは,内 部で/″a.0。real

analyticであるようにとれる。

これはReifenberg(Acta Math。 ,104(1960),Ann.

of Math。,80(1964))の自由境界値問題への拡張であ

り,解 の正則性は,彼 の問題の解の正則性に帰着

させることができる。

i6。水田義弘 (広島大総合科)調 和関数の境界

値の存在について

π次元単位球Ω={lχl<1}の境界′点ξに対し,

T7(ど,α)={χ∈Ω‖χ―冽γ<α(1-lχl)}

とおく。Ω内の調和関数zが,条件
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兎lgrad π(χ)lρ(1-IJ2)α″<∞
を満足しているものとする。ただし,p>1 ,

α<ター1.

定理。(1)η―ク+α>0の とき,各γ>1に 対 し,

次のE7⊂∂Ωが存在する :(1. 1 )″L_p .の(Iみ)=0 ;

(1。2)Vど∈∂Ω―Eγ,Vα>1に 対し,

(*)hmχ →=,な取aα)π(χ)

が存在しかつ有限である。

(2)π一
夕+α =oの とき,次のE⊂ ∂Ωが存在する:

(2.1)B〃 Ap(E)=0;

(2.2)極限値(*)は, Vξ∈∂Ω―二 Vγ≧1,Vα

>1に 対し,存 在しかつ有限である。

(3)π―
夕+α<0の とき,lim χ→aだ。π(χ)

は Vξ∈∂Ωで存在しかつ有限である。

i7.大津賀信 (学習院大理)

ポテンシャル表示について

Precise関 数の

夕>Iと する。R″内のタ
ー
preCiSe関数/が ,あ る

除外集合以外の点で,all(χ)〒/レ
ー
Jl″g(y)グy

+定 数,g∈ L', と いう形に書けるための必要十

分条件を与える。以前には,∞点に延びるクーα.θ.

曲線に沿って/→0という条件下で論 じたが,今 回

はこの条件はいらないことを示す。つぎに, all

の代 りにば,0<α <π,の 形に書けるかどうかを

調べる。また,い わゆるcanO n i c a lな表示

/gradレーJ2-″。grad/ヵの核gradレーJ2″を
gr,dlχ一yl~αで置き換えうるかどうかを論ずる。

i8.渡辺ヒサ子 (お 茶の水女大理) 連 続関

数核の開集合への掃散について

χは可算基を持つ局所compact HausdOr任空間,

Gは χ上の連続関数核で, どんな空でない開集合

もnOn―negligibleとする。各点χに対し,4(χ )

={y:3α>α Gεχ=αGεッ}とおく。Gが優越原理を満

足するとき,核 Gに ついて, どんなμ∈″庫も任意

の閉集合への掃散が可能であるための必要かつ十

分条件は,こλが連続などんなλ∈́ と任意の″∈

χと任意のε>0に 対し,

θ≦幣n(こσ″―こち)≦こλ πoθ.θπχ'電(こσ″(χ)
―こτ″(χ))<εかつ,こλ≦歿Ⅸこσ″一こτ″)ηo θ.οπ
χヽ皓鼻И(χ))を満足するσ″∈″ル,%∈″ル(Fl

(こら,こτ″は局所有界)と,cOmpact集合Fが存在
することである。

また,condenser型の定理が成り立つための必要

かつ十分条件 も考える。

特 別  講  演

村井隆文 (名大理)The deficiency Of en‐

tire functions with Ftter gaps

§1.序

巾級数/1z)=濯。ε′
″に対して,S(/)={η≧ヱ;

の≠θ}と定める。今世紀初頭,Hadamard,Fej6■

P61yaらは S(/)の挙動が/1z)の値分布に深く結び

ついていることを発見し,S(/)の 情報から/1z)

の値分布を導 く研究を確立した。これを間隙級数

論と言う。なお,一 般的には,函 数の挙動 とその

FOurier変換の台との関連の研究(Paley,Wiener)

としてとらえられている。本講演では間隙整函数

を取 り扱う。

整函数 /1z)が
L1/π

<∞ を満たす とき,/1z)

はFej6r間隙を持つ と言う。Fej6r間隙を持つ整函

数の研究はMIntzの近似定理,あ る種の完備問題

と密接な関係にあり,重 要な課題である。次の結

果は古典的である(Feiёr[3],Biernacki[1]):Fei6r

間隙を持つ整函数は Picard除外値 を持たない。こ

の結果 を発展 させ る試みが現在 もなされている。

本講演の 目的は,Nevanlinna理論の立場か ら,次
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の定理を報告することである。

定理。FcプOγ間隙を持つ整函数は地 πηι′π%α

除外値を持たない。

この定理はK6variの結果([6],間隙への附加条

件),Fuchsの結果([4],増大度の制限)を改良する。

ところで, F t t 6 r間隙をF a b r y間隙的颯〃π力= 0

S(/)=(πた)■1)には置き換えられないことがわか

る。従って本定理は間隙とNevanlinna除外値に関

する精密な情報を与える。

手法の応用として,次 の命題を得る :Fej6r間

隙を持つ整函数は任意の扇形領域でPicard除外値

を持たない。これはBiernacki[3]の結果の改良で

ある。同手法を用いれば,Hayman[5]に 添って,

扇形領域での除外指数を調べることが出来る。

§2.問 隙と除外指数        ,

間隙論はある種の完備問題 と結びついている。

上記定理を除外指数 と完備問題 との関連 として考

察して見よう。正の整数列Sに 対して, aS)=

inf{D>θ;[ヱU( ί
)2esの張る空間]≠ノ(-2D)}

と定‐める。

この量については多くの結果が得られている(Le―

vinsonレ])。簡単な例として,D(夕Z+)=z/ムD

(Fei6r間隙列)=α さて,整函数/1z)に対して,

劣位数をρ(/),a/)=Dl s(/)),△(/)=忍よα,

/)とすると次の不等式を得る。(Murai[8]):△∽

≦αρ(/)D1/),ここにQは 絶対定数である。Fei―

6r間隙はД・)=θとなる為の良い十分条件である。

従って,上 記定理はρ(0)=∞,ユ 0)=θの場合の除

外指数に1つの情報を与えている。なお,/1z)=

〆
'と

すると,△ (/)=I,ρ(/)=p9 ユ /)=π/夕で

あるから,C=ヱ /πが最良であると予想される。

§3.証明の概略

3。1.Bord型 不等式

以下,証 明の方針 と手法を概説する。よα/)=

θを示せばよい。/1θ)=Iと 仮定してもよい。さて

σ′=inf{D>θ;任意のι。に対して,‖/1″J・)‖Ij・・(ぉ-2ぉ+

の≧I}(γ>θ)と定める。これは上記Ⅸ/)と対応す

る量である。この量を使って,特 性函数 a4/)と

近接函数π 41//)を比較して見よう。定義より,

E={′∈[α2→;1/(″
″
)|<ヱ}は長さ2σr以下の区間

の和集合であり,各 区間の端点では1/(″
J°
)|=Iを

満たす。そこでE=∪ f(J:区間)と表わせば

(1)2π晨41//)=―兎10gl/1″″)|″
〒

一Σ
I(ι η

) 3 1 0 g lス″り|″,

ここにγfはIの中点である。Poisson―Jensenの公式

より,

9)310gl/(グ)|
=(′″″/2→ズ10glスRθり|     ゐ

+(lzl<R内 の 0点 に関する量)

=ι(π
た
,R)+′

摯
(π

″
,R)(R>γ )。

Poissonの公式を使って,

0蛇 0=Σ赤片ガズ″tR励

」晰 1lRttRみパ
/ s・″

≦{CσrγR/(R2_γ
2)}T(R,/)。

十分大きな正の数スを取り,Rγ=γ+4 γσら凡=

{γ>θ;T(Rら/)≦2T(4/)}とすれば,L(42)≦

(C3/4)T(4/)(γ∈F4)。結局,

(4)2ππ(4ヱ//)≦L(4/)+L*(4/)

≦(a/4)T(4/)+ι
*(4/)(γ∈fレ),

ここにLI‰ハ=Σ
ル

ーガ バ dR→ ル・購

の方針でr(4/)に ついてもT(4/)/4で 評価が

出来る。

この様に定理の証明は

(5)/={σ(γ)∈C(a∞ );1聾 T(γ+γσ(γ),/)/

T(4/)≦ 2}を調べることに関連している。

量if緻 鱚 万』 「 7賽

引麟
引

この量の評価に関する手法は総称的に Wim an―Va―   |

liron法 と呼ばれている。この方法 を使 う為に、間

隙函数 をΩ(4/)=I′ ω(鶏/)ル ″ (γ>θ )と定義す

る, ここにω(ム/)= [ {η≦χ;η∈S(/) }のイ回数].
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次に十分小さな正の数εを取り,概 次数 πァを等式

Ω(π′,/)=εlogμ(4/)で定義する。最後に ご =

Ω(π7,/)/πァと定める。こうすればWiman―Vali―

ron法を適用することが出来,間隙条件を使って次

の不等式を得る :

(6)logμ(γ+γご,/)≦ヱ51ogμ(4/)(ムス),

::[XlI      「 ζざヤ`:<罰 li[

ダが計算上同じ役割を果たすことがわか り,従 っ

て定理の証明はご ∈/を 示すことに帰着する。こ

れを示すには,(6)より,

(7)a θlog μ(名/)≦r(4/)≦ I.Ilog μ(4/)(1/)

を証明すればよい。第二の不等式は既に知られて

いるので,第 一の不等式を示すことが問題 となる。

3.3.対 数ポテンシャルの評価

/(z)の概次数 π7以下への制限をP′(2),残って

いる部分を07(Z)と表わすと,

(8)(半径 γ上の07(Z)の最大絶対値)=θ(1)(′.

工)がわか り,示 すべき式は,

(9)T(4 Pr)≧θ991og μ(4 Pr)(1/)

と変形される。ところで, 多項式 P7(Z)の項の数

はω(αr,/)であり,概 次数の定義より,

ω(πr,/)≦C4Ω(クr,/)=C4ε10g μ(4/)

=C εloをμ(4 Pr)(た ス)

(ω≦C4Ωと仮定してよい。)つ まり三角多項式

R,(ι)=Pズ ″″
)の項の数はlogl最大絶対値項|に比

して十分小さいと考えてよい。結局,(8)を示す為

には次の補題を示せば十分である。

補題.R(′ )=Σ α″θ″ιは項の数がω個であると

する。このとき,

CO(1/力)ガπbg+IR(′)|″≧bg+m,XlαJ
~C5ω .

以下補題の証明の概略を述べる。証明にはωに

関する帰納法を使 う。ω=1な らば明らか。ω_

1に 対しては,00が 成立すると仮定する。さて上

記ω個の項の数を持つR(ι)に対して,α″=θ(π<

θ),αο≠θと仮定してよい。R(′)の次数をⅣ,最

大絶対値項の次数をπとする。00式左辺の量を

力(2)と書 くと,示すべ き式は 力(R)≧ log+lα″|―

Qω .必 要ならR(― ′)θ2Nrを扱えばよいから,2π

≧Ⅳ としてよい。このとき

バ R7勿 =バ R孫
場

薦 バ R ) +λ
(島 )

+loga

よって

ODバ2)≧バR7πトカ(ボ見:)―・
ところで, 多項式R′/%の項の数はω-1で あり,

1最大絶対値項|≧lα冽。従って帰納法の仮定から,

力(R′/%)≧log+lα冽―C(ω―I)。これをClllこ代

入して

次T′
翼 「期 ftI:F+{Q~I―

バ島 注

0パ 分=0 /“ 力1百面召牲巧頭
を暑えて見ると

バ μ)≦力(μ
* ) + C 6・

ところがμu = +丁 * { ( 1 /Ⅳ)自 δ尉(′) (あ :αL

のD′πε測度),つ まり全質量 1の 測度のHilbert

変換 と考えてよいか ら,Zygmund[12]よ りあ(μ
*)

≦C.故 に,あ らか じめ C=0+c+Iと してぉ

けばl 1 2 1よりl 1 0 1をイ尋る。

++*ffi
I  t  ]  :  l t .  Biernacki;  Sur les 6quations alg6briq-

ues contenant des paramitres arbitraires,

Bul l . In t .  Acad.  Polon.Let t .  S6r .  A( I I I ) ,

0927) 542-685.

IZ J :  l , t .  Biernacki;  Sur les fonctions enti6res

d s6ries lacunaires, C. R. Acad. Sci.

Par is  S6r .  A-B,187 (1928)  477-479.

IS ] : L .  Fe j6 r ; i Jbe r  d i e  Wurze l  vom k le i ns ten

absoluten Betrage einer algebraischen
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9月 29日

!9.真 次康夫 (信州大理)一 様 Blaschke条

件 と有界関数の零点集合

B″=Bを σ″の単位開球 (π≧2),N(3)を B上 の

Nevanlinna族,〃
ρ
(3)を B上 のHardy族 とする

(0<ク≦∞)。N(3)に 属する関数の零点集合の特

徴づけはHenkin,Skodaによって解決 している。

〃p(3)に ついては未解決である。VarOpoulos[1]

は3内 の零点集合が
lJK∞ p(3)に 属する関数 の

零点集合になる為の十分条件 として,一 様

Blaschke条件をあげている。この講演ではこれの逆

を問題にする。得られた結果は次の通 り:

定理。η≧2な らば,次 のような2条件を満たす

B″内の零点集合Xが 存在する :

la)Xは 或る/∈〃
∞
(β″)の零点集合である。

(b)χは一様 Blaschke条件を満たさない。

〔1〕VaropOulos,N.Th.:ZerOs of Hp functions

in several complex variables,]Pacific J.

Math.,88(1980),189-246.

20.真 次康夫 (信州大理 )Neva‖ inna族と

Hardy族 に関するdeterming setsについて

〃(3)を σ″の単位開球 β=B″ 上の正則関数の全

体,X⊂ 〃(3),E⊂ Bと する。/∈X,E上 で/

=θ ならば,3上 で/≡θとなるとき,Eを χに関

するdeterming setと言う。Nevanlinna ttN(3)

とHardy族 〃p(3)に関するdeterming setsを問

題にする。N(3)の 零点集合の特徴づけを与える

Henk i n―Sko d aの定理により次が得られる :

定理 l.π ≧Iとする。β内の零点集合 Eが

劇8)に関するル′θγπグηg sαになる為の必要十分

条件は,Eが B′“εカカθ条件を満たさないことで

ある。

〃p(3)に関しては事情はもっと複雑である。色

々なdeterming sets,non―determing setsが存 在

する。例えば,

定理 2.π ≧2とする。任意の夕,θ<夕<∞ ,に

対し,次 のような2条 件を満たす〃p(3)の 零点

集合Eが 存在する 三

(a)Eはトレノ(3)の零点集合ではない。
( b ) Eは〃

∞
( 3 )に 関するd e t e r m i n g  s e tではな

い

2!。三富照久 (九大理)あ る正則領域の

spectrumによる特徴づけ
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次の結果を報告 します。

定理.夕 :R→ θηま不分岐 リーマン領域.

Ωは2の 相対コンパクトな部分領域で,(0)°=Ω

を満たし,Ω の葉は各々,4(雨 ),〃
∞
(Ω)の関数

の raノθγ aa“ πぉで分離されるとする。このと

き,

(i)OC=sバ。)→Ω=E(4(0))

(li)OC=s蠍の→Ω=E(IJ∞(Ω))

ここで,Sム ●),Sr(0は 各々∠(Ω),〃
∞
(Ω)の

spectrum.又 , E(4(Ω )), E(〃
∞
(Ω))は 各々Ω

の関数族4(a),ダ ∞
(Ω)に関する正則包.又 ,

~Gは
Gelfand位相による閉包.

(i)から前回 (春の学会)での
“
4(Ω )が面の点 を

分離する。
"と いう条件はより本質的な条件におき

かえられる。

|→から, 多変数のCOrona問題は,一 般にΩが

正則領域 というだけでは解けない事がわかる。

22.高 瀬正仁 (九大理)解 析的形成体の形状

について (H)

Σは空間σ
η
(″)内の解析的形成体 とする:解 析

的形成体 とは,極 大接続された固有面のことであ

る。θ″
(χ)の点Pの 近傍でΣが 1個 の正則函数の

零点集合 として表わされるとき,Σ はPに おいて

代数的であると言うことにして,Σ がそこで代数

的ではないような点が本質的特異点である。Σの

本質的特異点は次の 3種 の基本型から組み立てら

れる。Σの本質的特異′点Pに 対 して :1)Type(a)。

Pが ■″θO)とは,ΣがPの 近傍で可算無限個の局

所既約成分に分解 して,か つそれらがPに 集積 し

ていくこと。2)Type(b)。Pが Qttθ(b)とは,Σ の

内点であって,か つΣのPで の可算無限個の局所

既約成分が同時にPを 通過すること。3)Type(C)。

Pが 段炒θ(ε)とは,Pに 集積 していくようなΣのP

での局所既約成分が存在すること。このような状

勢の下で,Σ のτグρθしヽ (b)の特異点集合の補領域

の擬凸性を示す。

23.高 瀬正仁 (九大理)解 析的形成体の形状

について (Ⅲ)

空間 σ″
(″)内の解析的形成体Σについて,そ の

物 0(ε)の本質的特異′点の全体を島 で表わす。こ

のとき,島 は孤立点をもちえないこと,すなわち,

効 θ(ε)の本質的特異点は,そ のような特異点の

全体において孤立しえないことを示す。証明の根

拠は,内 分岐する正則域の(4)―擬凸性である。

この結果は,前 講演の結果 と合わせて,「 一般

に固有面の本質的特異点は孤立 しない」 という,

Thullenの定理 (Thullenによる証明は不十分と思

われるが)の 成立する背景を明らかにしている。

24.安 達謙三 (長崎大教育)擬 凸領域の解析

的部分集合からの有界正則関数の接続について

Henkinは強擬凸領域D内 の一般の位置にある部

分多様体上の有界正則関数は,上 の有界正則関数

に拡張されることを示 した。この講演ではBeatr・

ous,Jr.が作った積分核 とStoutが作った超曲面

上の積分公式を用いると擬凸領域D内 の超曲面△

で∂△がつの強擬凸境界点に含まれていれば△上の

有界正則関数は,上 の有界正則関数へ拡張される

ことを報告する。

25.山 口博史 (滋賀大教育)擬 凸状領域の動

きについて

△をz平面上の円板,α をπ複素変数の=(ω l,

…・,ω″)で張られる空間とする。夕を直積△×θ″

上の不分岐な被覆領域で次の 2条 件を満たすと仮

定する。

1:夕 はη+ヱ次元の擬凸状域である;

2:夕には線分△×{ω=θ}を含む単葉部分が在

る。

各z∈△に対 して,夕 のz上 のファイバー を,(2)

と置 くと, 112°か ら,(z)は σ
″
上の原点0を 含む
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不分岐擬凸状域 となる。領域夕を変動 :Z→ '(2)

と看倣す。靭て, ポ テンシャル論より実 2π次

元の領域 として,各 ,(z)には原点0に 関するグリ

ーン函数g(z,ω)及びそのロバン定数λ(z)が一意的

に定まる。このとき,次 のことが言える :ロバン

定数λ(2)はΔ上の優調和函数である。更に, η≧

2の 時,λ(z)く0且つlog〔―λ(z)〕は劣調和である。

系.Dを C″(π≧2)上の実解析的境界をもつ不分岐

`擬凸状域とする。各点ω∈Dに 関するDの ロバン

定数をλ″と書くと,log(一λ″)に依ってDに距離が

入る。

26.小 林英恒 (日大理工)ポ アンカレ留数写

像の一応用

Д為,χl,ル)を既約斉次多項式,Cを F=0で 定

義された曲線とする。幼=0上 にCの 特異点は無

いとする。

Ω2〔c〕をP2上有理型2-型式で,Cに そって高々

1位の極をもつものの層,02を 正則2-形式の層

とする。わ=Ω2〔c〕/Ω2とすると,

0→〃2(P2,Ω2〔c〕)■L〃°(Pら,ё)→0

が得られる。他方 〃°
(P2,Ω)⊂〃

°
(R,π

l)とみら

れる。ここに,2は Cに 対応するリーマン面,π
l

はR上 の有理型1-形式の層.F(1,χ,y)ニス鶏ノ)

とおくと,〃 °(P2,Ω
2〔c〕)の元は,次 数滋&ルθ以

下の多項式ん(‰y)によって

チ
″ ∧グy

とかけるが,Cの 特異点をNl,・・・,N sと し,こ れ

がすべて結節点 となるとき,

〃0( P 2 ,Ω2〔c〕) (“= {チみ∧グJ力(М) =θV分

とすると,〃
°
(P2,Ω

2〔ε〕x_めは,R上 のアーベル

微分全体と一致する。

27.竹腰見昭 (京大数理研)An ttper semト

continuity theorem on a family of weakly l―

complete rnanifo:ds

複素多様体の可微分族″ム″の″上に実数値C∞

級函数Φで冽{0≦ε}は固有で,各 Xι∩{Φ>ε *}

(χ′=π
l(′

),′∈″)上多重劣調和であるものが

存在する時,〃ム″ を弱一完備多様体の可微分族

と口乎メゞ.

定理.ダ ム″を弱一完備多様体の可微分族,メ ,

ダ→〃を″上の正則直線束の可微分族とする。各

々のX`上 への制限をE`,Fι と記す。仮定.Kは ノ

上の閉集合,α はど上の計量でzlKは 固有,α`=

αlX′はXι＼κι(κι=κ ∩Xι)上正とする。結論.

Ψの非退化値ε>εホとι。∈″に対して,正 整数%*

と′。の近傍7が 存在して,1)dimc〃
ク(χι,c,09

(Eρ
"ΘFr))<十 ∞ 2)dimc〃 ρ(Xι.。Ω9(Eρ"

ΘF`))≦dimc〃くχ。,cΩ【E`。③
″
●Fι。)

(′∈7,%≧ 毎,X′,c=χ ′∩{Φ<ε })が成立す

る。

28.大 沢健夫 (京大数理研)Klas Diederich

(Uttvo WuppertJ)二 次元複素多様体に於けるレ

ヴィ問題

Xを 複素多様体,Dを Xの 領域で相対コンパク

トでありかつ滑らかな擬凸境界∂Dを もつものとせ

よ。 H.Grauertに よれば次の定理が成り立つ。

定理「∂Dが いたる所強擬凸ならばDは 正則凸であ

る」ここで境界の強擬凸性はGrauertの反例が示

す通 りcrucialな条件である。しかし彼の例だけ

からはdimχ=2の 場合,Dの 境界が い`たる所
"

強擬凸という条件がどれだけcrucialかということ

は分からない。

即ちRo Narasimhanの問題 :“或る点χ∈∂Dで

∂Dが 強擬凸であるということだけからDの 正則

凸性が従うか ?"は2次元の領域に対しては未解決

である。

我々はこの問題に対し完全ではないが一つの肯

定的な解答を与える。即ち,
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定理.χ ,.Dを 最初の通 りとせよ。dimχ=2

のとき,もしさらに∂Dが 1)%″′απα′y′たかつ

の
連結かつの或る点で強擬凸ならばDは 4)正則凸

である。

注意 :Dが Stein多様体の構造を持っていて も

∂Dが 3)をみたすとは限らない。また3)かつ4)な

らば2)である。

29。大柳茂樹 (筑波大数学)弱 精円型ゴレンス

タイン特異点の例外集合について

(Z夕 )を2次 元正規特異点とし,″ ⊃スを,其

の最小特異点除去,及 び其の例外集合 とする。一

般に,4の 連結な解析的部分集合4′は,幾何種数

に関して,

ル(И )́≧ん(/,p′ )

なる特異点(7′,p′)にblow―dOwnさ れる.

元の特異`点(7,p)と ,上 の様に得られる(7′,

夕
′
)達に対 して,次 を考える。

s(ア タ):=´ g(スク)一sup pま7,夕
′
)

一般には,s(И p)≧ 0で ,ゴ レンスタイン特異

点に対しては,s(ス ク)>0が ,成 立する。

今回の講演では, ゴ レンスタイン特異点で,特

に弱楕円型のものに対しては,s(ス タ)=1と な

る事を報告 し,こ れが,九 =1と ぃぅトポロジヵ

ルな情報によって,支 配されている事について言

及する。

特 別  講  演

30。大沢健夫 (京大数理研)

ホモロジ…

複素多様体のコ

χをπ次元複素多様体、E→ χを正則ベ クトル

東,´ (E)を Eの 正則断面の芽の層とする。

〃J(X´
(E))(′次コホモロジー群)についてわか っ

ていることは多いとは言えないが,そ れらを統一

的な見地から見なおしてみた。

i.Xl⊂ χ をXの 開集合 とする。

定義.対 (Xl,X2)が次数(夕,c)に於いて,Eに関し

て擬ルング対であるとは,‰ 上の完備エルミー ト

計量法。l EI為のファイバー計量 λ。,ん 上の完備

エルミー ト計量の列{法た
2}晨

1,Elχ2上のファイバ

ー計量の列{力々}足1で次の二つの条件をみたすも

のが存在することとする。

(1){ゐ′}鷹1,{力た}鷹1及びそれらの導関数はXl

のcOmpact set上ゐ。t力。及びそれらの導関数に一

様に収東する。

(2)々 によらないcompact set κ⊂χ 及び定

数C。が存在して,グs′;力ヵに関して不等式

‖/‖2≦c。{‖5す/12+‖5/12+ェ<ス/>グυ},
/∈」粥撃1∩D89+1

が成立する。但し,‖‖は′―πο″π,D:9+1=らの

グ"“′π∩{(夕,c+I)―力γ′郷},等々 。

( 3 ) E値 絋 σl―/ aγ″/に ついて

‖/‖れ+1,ごs +々12,≧‖/‖ヵヵ,ご、2,

かつ, 力によらない定数Clがあって,

‖/lχ:‖ヵ。,ごぽ≦Cl‖/1れ,a s42,

またE値 (夕, c + 1 )―ヵγ% gに ついても

‖glχ:‖ヵ。こぽ≦Cl‖g‖れ,れ2.

定理 i。(χ,ん )を次数(夕,c)におけるEに 関す

る擬ルング対とする。このとき‖/‖た。‐2<∞

∂/=θをみたす(2c)力γπ/に対し,或るた。に対

し‖/‖ヵ.。,ごみ′<∞,5/=θ をみたす(2σ)―力γπで

‖ノlχl―/‖<Iな るものが存在する。

定理 2.χ ⊃D,X=超 lxた,X C々 C IXた+LD=

塑l D t t Dヵ∝ D +々 L  X l = D l ,ん = D , (為 ,ん + 2 )

及び(つた,D +々 1)は次数(2α),(2σ+I)で Eに 関 し

て擬ルング対であるとする。この とき, 自然な制
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限写像                      定 理 4.(X,9)を π次元弱 1完備 多様体,(3,

ρ:〃9+1(χ,ΩくE))→〃9+1(D,Ω'(E))は 同  α )をX上 のエル ミー ト直線束とする。αの曲率形

型写像であり,dim〃
9+1(X,ΩくE))<∞ 。ただし,  式 があるん のcompact Set Kの補集合の各点でπ

ΩくE)は E値 正則夕形式の芽の層.        ― σ+I個 以上の正固有値をもつ とする。このと

これらの定理は初等関数解析により証明される。 き ,x上 の任意の正則ベ クトル東Eに 対し,整 数

これによってどんなことがチェックできるかと言  π 。があって,π >π οなる限り

えば,                       dim〃 くχc,EΘ B凛)<∞ ,夕≧σ.

定理 3。 Xを π次元強α
―擬凸(又は強c―擬凹)多   こ れはGriffithsの消滅定理を一般化 したもので

様体 とし,E→ Xを 正則ベ クトル東とする。この  あ るが考え方は定理 3と 同じである。

とき,                      3.弱 1完備多様体(X,9)が 9に 関してさらに強

dim〃々
(xE)<∞ ,力≧σ         σ

~擬
凸になっている場合を考える。このとき定理

(又はdim〃た
(XE)<∞ ,力≦π―σ

-2).     3よ り

これはAndreotti―Grauert及びHOrmanderによ      dim〃
S(X,Ωι

)<∞ ,s tt ι≧π+α

る結果をAndreotti―Vesentini,(Carleman estim―  で あるが,Xに ケーラー計量が存在するときはも

ates for the Laplace―Beltrami equation on com一  つ と詳しいことが言える。 貝口ち,

p l e x  m a n i f O l d s , I n s t . H a u t e s  E t u d e s  S c i。, P u b l .   定 理 5。上の条件の下で

せ11:T!TI》

1せ

1憚 ∬ 職 軍 L.{II111:1重 I〕 ∬ 襟 ;Ω

り

に特異点 を許す場合が扱えないことになってい  但 し,4s十 ′≧η+σ.

る。                       応 用 :Xを 強擬凸多様体 とすると,Xの compact

2.χ が全増加なC∞擬凸関数ψをもつ とき,Xは   set κ に対 し,

(或は(X,9)は )弱1完備多様体であると言う。た    〃
々
(X,Ωρ)→〃力

(X＼K,Ωρ)

だし,全 増加とは任意のε∈Rに 対して{χ∈χl  は 力+夕≦η-2な ら全射である(Bochnerの拡張

¢(χ)<ε}CCI Xを言う。 弱 1完備多様体に関し  定 理の一般化).

て得られている結果はすべて定理2の条件をチェ   定 理5の証明は,精 神は1,2節 と同様である

ックすることにより証明される。また,新 しい結  が 何せ詳しいことなので技術的な点が少々厄介で

果 としてはたとえば, ある。
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